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預金等残高の推移 

（百万円） （％） 
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地域に密着した営業活動を展開した結果、預金等の残高は前期末比３５９億円増加して９，５０７億円となりました。 

  預金等残高 うち個人預金残高 

平成３０年３月期 950,766 639,843 

平成２９年３月期 914,777 642,191 

平成２８年３月期 906,742 636,146 

平成２７年３月期 906,202 645,348 

平成２６年３月期 898,898 644,988 

（百万円） 

預金等残高は９年連続して増加 
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（百万円） 

貸出金残高に占める地元貸出金 

愛媛県 5.86%  

徳島県 4.26%  

香川県 1.81%  

その他 7.22%  

一般法人 
21.70% 

うち高知県内預金等残高 

高知県内預金等残高 
７，６８５億円 

地域別預金等残高 

預金等残高 
９，５０７億円 

預金等残高に占める地元預金 

預金等残高９，５０７億円のうち高知県内の預金等残高は７，６８５億円で、預金全体の ８０．８３％を占め、 

また、高知県内の預金等残高のうち７４．１７％は個人のお客さまの預金となっております。 

金融機関・政府公金
4.12% 

  預金等残高 
うち高知県内 

預金等残高 

平成３０年３月期 950,766 768,538 

平成２９年３月期 914,777 761,854 

平成２８年３月期 906,742 757,594 

平成２７年３月期 906,202 759,419 

平成２６年３月期 898,898 764,696 



（百万円） （％） 
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（百万円） 

貸出金残高の推移 

地域の中小企業を中心とする事業資金の需要に積極的にお応えするなど、貸出金の増強に努めた結果、 

貸出金残高は前期末比６３億円増加して６，９５１億円となりました。 

  貸出金残高 
うち消費者ローン

残高 

平成３０年３月期 695,143 110,136 

平成２９年３月期 688,750 106,991 

平成２８年３月期 682,320 103,697 

平成２７年３月期 675,254 102,224 

平成２６年３月期 659,743 102,815 

貸出金残高は７年連続して増加 



（百万円） （％） 
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中小企業等に対する貸出金 

中小企業の皆さまに対する貸出金残高は、前期末比９６億円増加して５，２３２億円となりました。 

なお、中小企業や個人のお客さま向けの貸出金残高は、貸出金の７５．２７％を占めております。 

貸出先件数 

貸出金残高 

大企業その他 
24.72% （残高） 

中小企業等 
（中小企業、自営業、個人） 

75.27% （残高） 

中小企業等 
（中小企業、自営業、個人） 

99.61%（件数） 

大企業その他 
0.38% （件数） 
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貸出金残高６，９５１億円のうち高知県内向け貸出金は４，６２６億円で、当行の貸出金全体の６６．５５％を占め、  

また、高知県内向け貸出金のうち７６．７１％は中小企業や個人のお客さま向けのご融資となっております。 

  貸出金残高 
うち高知県内 

貸出金残高 

平成３０年３月期 695,143 462,673 

平成２９年３月期 688,750 457,739 

平成２８年３月期 682,320 460,733 

平成２７年３月期 675,254 462,238 

平成２６年３月期 659,743 459,593 

（百万円） 

貸出金残高に占める地元貸出金 

愛媛県 9.72%  

徳島県 3.55%  

香川県 2.40%  

その他 17.76%  

大企業その他 
   23.28% 

うち高知県内貸出金残高 

高知県内貸出金残高 
４，６２６億円 

地域別貸出金残高 

貸出金残高 
６，９５１億円 
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預り資産の推移 

55,394 

67,836 

77,934 76,658 

（百万円） 
(販売累計額) 

 

73,973 

  投資信託 
生保窓販 

（販売累計額） 
国 債 合 計 

平成３０年３月期 37,336 37,202 2,120 76,658 

平成２９年３月期 41,840 32,835 3,259 77,934 

平成２８年３月期 44,211 25,833 3,929 73,973 

平成２７年３月期 41,774 19,366 6,696 67,836 

平成２６年３月期 30,551 16,327 8,516 55,394 

（百万円） 

  預金等残高 預り資産残高 合 計 

平成３０年３月期 950,766 76,658 1,027,424 

平成２９年３月期 914,777 77,934 992,711 

平成２８年３月期 906,742 73,973 980,715 

平成２７年３月期 906,202 67,836 974,038 

平成２６年３月期 898,898 55,394 954,292 

預金・預り資産の合計 

（百万円） 

預り資産の残高は前期末比 １２億円減少して７６６億円となりました。 

また、預金・預り資産１兆円を目標に取り組んだ結果、実績は１兆２７４億円となり、計画を達成いたしました。 

平成３０年３月期  目標：１兆円 ⇒ 実績：１兆274億円 



有価証券残高の推移 

 

（百万円） 
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有価証券残高は、前期末比１１億円増加して３，１４４億円となりました。 

また、有価証券の評価損益は、前期末より６億９０百万円増加して９５億１７百万円の評価益となりました。 

313,285 314,468 
301,980 307,979 
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（百万円） 

コア業務純益・経常利益・当期純利益 

地域に密着した営業活動を展開し、業績の向上と経営体質の改善強化に努めた結果、コア業務純益は２４億１８百

万円、経常利益は２６億９５百万円、当期純利益は１６億４８百万円となりました。 



経  費 

(百万円) 
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12,011 12,140 

平成３０年３月期の経費合計は、前期より１億２９百万円減少して１２０億１１百万円となりました。 

11,803 

(店舗) 

従業員数・店舗数 

(人) 

平成27年5月25日開店 
 
 
 
 

12,262 

※ 従業員数は就業人員数であり、嘱託および臨時従業員を含んでおりません。 
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金融再生法開示基準に基づく債権の合計は 、前期より１３億７７百万円減少して２９１億５３百万円となり、 

開示債権比率は前期比０．２５ポイント低下して４．１１％となりました。 

（％） 

5,388 4,146 4,233 5,269 4,662 

31,578 
29,105 27,460 23,570 23,067 

8,088 

2,835 2,272 
1,691 

1,423 

0

20,000

40,000

60,000

Ｈ26年3月期 Ｈ27年3月期 H28年3月期 Ｈ29年3月期 Ｈ30年3月期 

破産更生債権およびこれらに準ずる債権 危険債権 要管理債権 

45,055 

29,153 
30,530 

33,967 36,087 

（百万円） 



（％） 

国内基準 
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経営の健全性の重要な指標とされる自己資本比率は、前期より０．１３ポイント低下して９．６５％となりました。 

新 基 準  



「こうぎん新創造 第Ⅰ期：変革」 
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○ 前中期経営計画の主要計数目標と実績 

13 

 

（単位：百万円）

２７年３月期 ２８年３月期 ２９年３月期 ３０年３月期

計　　画 3,114 3,203 3,386
実　　績 3,112 2,467 1,849 2,418

計画対比 △ 647 △ 1,354 △ 968
　※ コア業務純益（業務純益 ＋ 一般貸倒引当金繰入額 － 国債等債券関係損益）

（単位：％）

２７年３月期 ２８年３月期 ２９年３月期 ３０年３月期

計　　画 69.10 68.18 67.79
実　　績 67.96 69.07 72.45 73.00

計画対比 △ 0.03 4.27 5.21
　※ 業務粗利益経費率（（経費 － 機械化関連費用）÷ 業務粗利益）

（単位：億円）

２７年３月期 ２８年３月期 ２９年３月期 ３０年３月期

計　　画 16 15 15
実　　績 38 29 21 16

計画対比 13 6 1

（単位：％）

２７年３月期 ２８年３月期 ２９年３月期 ３０年３月期

計　　画 10.4％程度 10.4％程度 10.4％程度
実　　績 10.21 10.21 9.78 9.65

計画対比 △ 0.19 △ 0.62 △ 0.75

コア業務純益

業務粗利益経費率

当期純利益

自己資本比率
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ＣＳＲ活動の重点テーマ 

高知銀行 

経営目標 

お客 

さま 

職員 

地域
社会 

株主 

さま 

地域活性化 

働きがいの
ある職場 

社会貢献 
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中小企業支援体制を強化 ・・・ 「ビジネスサポートこうち」との連携支援 
 
当行は、高知県内の弁護士・税理士・司法書士等で構成された一般社団法人ビジネス

サポートこうち（以下、ＢＳＫ）と「業務連携・協力に関する覚書」を平成３０年４月１１日に

締結いたしました。 

当行は、ＢＳＫの設立趣旨に賛同し、立ち上げから深く関与させていただいており、相互

に連携・協力し、税制や法律面などの専門家にサポートいただきながら、地域の中小企

業者の皆さまの事業承継や相続対策支援、経営改善支援等に取り組むことで、地域経

済の活性化に貢献してまいります。 

また、７月６日には、ＢＳＫとの共催による中小企業事業者向けセミナー「会社の未来を

考える」を開催し、約８０名の皆さまにご参加いただきました。 

中小企業事業者向けセミナー 

◆ 地域活性化への取り組み 
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各種商談会への出展支援 
 
高知県の地産外商支援への取り組みの一環として、高知県や高知県地産外商公社等をはじめとした各種商談会の共催や出展

支援を通じて、お取引先企業の新たな販路の開拓等のサポートに取り組んでおります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

商談会の名称 出展支援状況等 開催時期 

地方創生「食の魅力」発見商談会２０１８（第８回） 第二地方銀行協会加盟行 ３０行 平成３０年６月 

薩長土肥連携首都圏バイヤー商談会 
南日本銀行、東山口信用金庫、幡多信用金庫、 

佐賀共栄銀行、大和証券と共催 
平成３０年１月 

第５２回 スーパーマーケット・トレードショー２０１８ 高知県、高知県地産外商公社、四国銀行 平成３０年２月 

第４３回 ＦＯＯＤＥＸ ＪＡＰＡＮ ２０１８ 高知県、高知県地産外商公社、四国銀行 平成３０年３月 

地方創生「食の魅力」発見商談会２０１８ 薩長土肥連携首都圏バイヤー商談会 
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こうぎん地域協働ファンドの支援体制を強化 
 

創業支援や新規事業展開、ベンチャー企業の育成支援ならびに地域経済 

活性化や産業振興に資する事業者の成長に向けた支援を行うことを目的 

として、当行および株式会社地域経済活性化支援機構の子会社である 

ＲＥＶＩＣキャピタル株式会社ならびに当行の連結子会社であるオーシャン 

リース株式会社と共同で、「こうぎん地域協働投資事業有限責任組合 

（通称：こうぎん地域協働ファンド）」を平成２８年４月に設立し、地域事業者 

の皆さまの事業展開をサポートしております。 

平成２９年１２月には、ファンド総額を３億円増額して６億円とし、支援体制 

を強化しております。なお、これまでに投資した案件は５件となりました。 

ベンチャー企業への出資 

 

平成２９年８月には、株式会社産業革新機構と共同で、ＡＩ対話システム

開発のベンチャー企業１社に対し、出資を行いました。 

今後も優れた技術や新商品を持つベンチャー企業等の事業展開を積極

的にサポートしてまいります。 

「しこく中小企業支援ファンド」を組成 
 
当行をはじめとした四国4県の地域金融機関や信用保証協会および中小

企業基盤整備機構は、平成３０年３月２９日に「しこく中小企業支援ファン

ド」を組成いたしました。 

ファンド総額は３０億円で、官・民・地域一体となって中小企業の再生支援

と地域経済活性化に向けて取り組むことを目的としております。 

クラウドファンディング事業の活用 

当行の連結子会社であるオーシャンリース株式会

社は、平成２８年４月に「ＦＡＡＶＯ高知」を開設して

クラウドファンディング事業に取り組んでおります。 

当行は、オーシャンリース株式会社と連携してクラ

ウドファンディング事業を活用した新たな資金調達

手法を提供していくことで、起業や新商品開発など

の事業をサポートしております。 
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「志国高知幕末維新博」 を応援 

 

当行は、「志国高知幕末維新博」のオフィシャルパートナーとして協賛して

おりますが、この博覧会を応援するため、平成２９年１０月より「幕末維新

博応援定期」を発売してまいりました。 

このたび、同預金の販売残高の０．００１４％相当額となる約４０万円を、

平成３０年４月２４日に、志国高知幕末維新博推進協議会の運営資金とし

て寄付させていただきました。  

 

 

 

 

 

 

 

◆ 社会貢献活動への取り組み 

「赤十字サポーター」に認定 

 

当行は、日本赤十字高知県支部より、日本赤十字社の事業・活動を積極的に 

支援、協力する企業と認められ、平成３０年３月８日に「赤十字サポーター」の 

認定を受けました。赤十字サポーターの取り組みの一環として、輸血用血液が 

不足しがちとなる５月に、当行役職員約６０名による献血活動を実施しました。 

当行は、これからも、地域社会への貢献に向けて、様々な取り組みを進めて 

まいります。  
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産学連携による地域教育活動 《こども金融・科学教室》 《こどもサッカー教室》 
 
地域のこどもたちを対象に、高知工業高等専門学校との共催による「こども金融・科学教室」や高知大学との共催による「こども 

サッカー教室」などのイベントを毎年開催しております。 

産学連携による地域教育活動 《シーズ発表会》 
 
高知工業高等専門学校が保有している研究技術（シーズ）を県内事業者に紹

介し、共同研究や事業化への発展につなげていくことを目的とした「シーズ発

表会」を、平成１８年より毎年開催しております。商品化に向け企業との共同

開発が進展している案件もあるなど、情報交換や技術相談の場として高い評

価をいてだいております。 
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健康経営宣言を制定 
 

当行は、職員及びその家族の健康が、地域社会の発展と当行の成長に欠かせない要素であることから、健康経営をより一層推進して

いくため、平成３０年６月に「健康経営宣言」を制定いたしました。 

この宣言では、職員が心身ともに健康でその能力を最大限に発揮していきいきと働けるよう、健康の維持、増進に取り組むこと等を表

明しており、健康経営により当行の持続的な成長を実現し、良質な金融サービスの提供を通じて、健康で活気に溢れた地域づくりにも

貢献してまいります。 

◆ 働きがいのある職場づくりへの取り組み 

「子育てサポート企業」 「女性活躍推進企業」 に認定 
 

当行は、平成２９年６月２２日付で厚生労働大臣より、次世代育成支援対策推進法に基づく「プラチナくるみん認定」を受けたほか、平

成２９年９月２９日には高知労働局より、女性の職業生活における活躍の推進に関する法律（女性活躍推進法）に基づく認定マーク 

「えるぼし」（最高位の３段階目）を取得いたしました。 

これからも、ワークライフバランスや人材育成を重視して、職員が仕事と子育てを両立しながらその能力を発揮できるよう、職場環境の

整備を進めてまいります。  
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インターネット投資信託サービスを開始 
 

パソコンやスマートフォンで、投資信託のお取引や残高照会な

どを原則２４時間３６５日いつでもご利用いただけるサービスを、

平成３０年２月２０日から開始いたしました。 

また、「インターネット投資信託スタートキャッシュバックキャン

ペーン」を平成３０年９月２８日まで実施しております。 

「LINE Pay」への電子マネーチャージサービスを開始 
 
コミュニケーションアプリ「LINE （ライン）」上で展開する“スマホ

のおサイフサービス” 「LINE Pay」に、当行の口座をお持ちの

お客さまがチャージできる機能のサービスを平成２９年６月３０

日より開始いたしました。 

「こうぎん外為 Web サービス」を開始 
 

法人および個人事業主のお客さまの海外ビジネス等に関する

サービスをより一層向上させるため、「こうぎん外為 Web サー

ビス」を平成３０年１月１５日から開始いたしました。 

これにより、お客さまはオフィスなどからインターネットで為替

予約の照会や締結がタイムリーにご利用いただけるほか、外

国送金や輸入信用状開設のお申込みなどをご利用いただけ

るようになりました。 
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店舗ネットワークの拡充 
 

店外ＡＴＭの新設 

  島津病院出張所       平成３０年２月５日設置 

  サニーマート山手出張所  平成３０年５月２４日設置 

帯屋町支店を移転 
 

帯屋町支店は、平成２６年９月より仮店舗で営業してまいりましたが、

平成２９年１２月１１日より新店舗に移転して営業を開始いたしました。

新店舗は高知市中心商店街に位置しており、同商店街の活性化をサ

ポートしていけるよう、窓口営業時間を平日午前１０時から午後４時ま

でとしたほか、土日祝日も利用可能な全自動貸金庫を備えております。 

清水支店を移転 
 

清水支店は、南海トラフ地震による津波発生時に備え、迅速な金融

サービスの復旧とお客さまの資産をお守りするため、現店舗北部の高

台へ新築移転し、平成３０年８月２７日より営業を開始いたします。 
帯屋町支店 

移動金融車 

移動金融車を導入 
 

お客さまの利便性向上と災害発生時に備えることを目的として、銀行窓

口機能とＡＴＭなどを備えた移動金融車を導入し、平成２９年８月１６日

より営業を開始いたしました。 
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〔単体ベース〕 
平成30年3月期 第1四半期 

（Ｈ29.6.30） 

平成31年3月期 第1四半期 

（Ｈ30.6.30） 
比較 

預金等残高 ９１５，７３０ 933,031 17,301 

貸出金残高 ６７２，２７６ 678,452 6,176 

業務粗利益 ３，５０４ 3,557 53 

コア業務純益 ６４３ 470 △173 

経常利益 １，０２２ 940 △82 

四半期純利益 ７２１ 645 △76 

経費 ２，９８８ 2,962 △26 

不良債権比率 ４．４０％ 4.17％ △0.23ポイント 

自己資本比率 １０．０２％ 9.90％ △0.12ポイント 

平成３１年３月期 第１四半期決算の主要計数 

（百万円） 



お問い合わせ先 

株式会社高知銀行 経営統括部 

ＴＥＬ：088-822-9311 ＦＡＸ：088-871-7121 

ＵＲＬ：http://www.kochi-bank.co.jp/ 

Ｅ－ｍａｉｌ：kouhou@kochi-bank.co.jp 


